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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月12日(2017.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータのユーザに対応するプロファイルにアクセスすること、ここにおいて、前
記プロファイルは、前記ユーザに固有の顔認識情報を備える、と、
　前記コンピュータの前記ユーザの視覚方向を判定するために、前記ユーザに固有の前記
顔認識情報およびカメラによって撮影される画像と関連付けられるデータを分析すること
と、
　前記ユーザに固有の前記顔認識情報および前記カメラによって撮影される前記画像に基
づいて、前記ユーザが前記コンピュータと関連付けられるディスプレイデバイスの方を視
覚的に向いていることを前記視覚方向が示すことを検出すると、前記コンピュータからコ
ンピュータ入力デバイスへの、かつ前記コンピュータ入力デバイスから前記コンピュータ
へのワイヤレス接続を、確立または維持することと、
　前記ユーザに固有の前記顔認識情報および前記カメラによって撮影される前記画像に基
づいて、前記ユーザが前記コンピュータと関連付けられる前記ディスプレイデバイスの方
を視覚的に向いていないことを前記視覚方向が示すことを検出すると、前記プロファイル
によって示される時間期間待機すること、および、前記プロファイルによって示される前
記時間期間待機した後、前記ユーザが再び前記ディスプレイデバイスの方を視覚的に向い
ていることを前記視覚方向が示さない場合、前記ワイヤレス接続を終了することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記時間期間は、前記コンピュータに含まれるカウンタによって計測される、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記ワイヤレス接続は、前記コンピュータと前記コンピュータ入力デバイスとの間の直
接のワイヤレス接続である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザに対応する前記プロファイルに基づいて前記ユーザの前記視覚方向を判定す
ることをさらに備え、前記プロファイルは、前記ユーザに固有の顔認識情報を含み、前記
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ユーザを認証するために前記コンピュータによって使用可能である、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記プロファイルは、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１５．１ワイヤレ
スプロトコルと関連付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記プロファイルは、前記ＩＥＥＥ　８０２．１５．１ワイヤレスプロトコルと関連付
けられるプロトコルスタックの特定のレイヤと関連付けられ、前記ワイヤレス接続は、前
記ＩＥＥＥ　８０２．１５．１ワイヤレスプロトコルに準拠する、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記ユーザが前記コンピュータと関連付けられる前記ディスプレイデバイスの方を視覚
的に向いていないことを前記視覚方向が示すことを検出すると、
　前記時間期間の経過に応答して、前記コンピュータの前記ユーザの前記視覚方向を決定
するために、前記カメラによって撮影される第２の画像と関連付けられるデータを分析す
ることと、
　前記カメラによって撮影される前記第２の画像に基づいて、前記ユーザが前記コンピュ
ータと関連付けられる前記ディスプレイデバイスの方を視覚的に向いていないことを前記
視覚方向が示すことを検出すると、前記コンピュータ入力デバイスとの前記ワイヤレス接
続を終了することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ入力デバイスを検出することと、前記コンピュータ入力デバイスを検出し
たことに応答して近接データを生成することとを行うように構成される、近接検出器、こ
こにおいて、前記近接検出器は、近距離無線通信（ＮＦＣ）プロトコルを介して前記コン
ピュータ入力デバイスとワイヤレスに通信することを行うようにさらに構成される、と、
　前記コンピュータ入力デバイスが前記近接検出器の所定の範囲内にあるかどうかを判定
するために、前記近接データを分析することを行うように構成される、近接分析器、ここ
において、前記コンピュータ入力デバイスが前記所定の範囲内にあるかどうかを判定する
ことは、前記近接データの信号強度が閾値を超えるかどうかを判定することを備える、と
、
　前記近接分析器に結合され、前記コンピュータ入力デバイスが前記所定の範囲内にある
と前記近接分析器が判定すると、前記コンピュータ入力デバイスとのワイヤレス接続を確
立または維持することを行うように構成され、前記コンピュータ入力デバイスが前記所定
の範囲内にないと前記近接分析器が判定すると、前記ワイヤレス接続を終了することを行
うようにさらに構成される、ワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレストランシーバが前記コンピュータ入力デバイスとの前記ワイヤレス接続
を終了することに応答して、装置をスリープモードにすることを行うように構成される、
スリープモード論理と
　を備える、装置。
【請求項９】
　画像を撮影するように構成されるカメラと、
　前記画像のデータを分析して、ユーザの視覚方向を判定することを行うように構成され
る画像分析器と
　をさらに備え、
　前記ワイヤレストランシーバは、前記ユーザが前記装置と関連付けられるディスプレイ
デバイスの方を視覚的に向いていることを前記視覚方向が示すことを検出すると、前記ワ
イヤレス接続を確立または維持することを行うようにさらに構成され、
　前記ワイヤレストランシーバは、前記ユーザが前記ディスプレイデバイスの方を視覚的
に向いていないことを前記ユーザと関連付けられる前記視覚方向および最後の視線の動き
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が示すことを検出すると、前記ワイヤレス接続を終了することを行うようにさらに構成さ
れる、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記トランシーバは、前記コンピュータ入力デバイスが前記所定の範囲内にないことを
検出した後で、前記コンピュータ入力デバイスとの前記ワイヤレス接続を終了する前に、
ある時間期間待機することを行うようにさらに構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記コンピュータ入力デバイスは、第２のコンピュータ入力デバイスと関連付けられ、
前記ワイヤレストランシーバは、前記コンピュータ入力デバイスが前記所定の範囲内にあ
ると前記近接分析器が判定すると、前記第２のコンピュータ入力デバイスとの第２のワイ
ヤレス接続を確立または維持することを行うようにさらに構成され、前記ワイヤレストラ
ンシーバは、前記コンピュータ入力デバイスが前記所定の範囲内にないと前記近接分析器
が判定すると、前記第２のコンピュータ入力デバイスとの前記第２のワイヤレス接続を終
了することを行うようにさらに構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　ユーザから入力を受け取るように構成されるユーザ入力部分、ここにおいて、前記ユー
ザ入力部分は、位置センサを備える、と、
　前記ユーザ入力部分に結合される無線デバイス、ここにおいて、前記無線デバイスは、
第１のワイヤレス接続を介して第１のコンピュータと通信するように構成され、第２のワ
イヤレス接続を介して第２のコンピュータと通信することを行うようにさらに構成される
、と、
　コンピュータ入力デバイスのバッファ、ここにおいて、前記バッファは、前記第１のコ
ンピュータから受信されたデータを、前記データが前記第２のコンピュータに転送される
前に、バッファリングするように構成される、と、
　前記無線デバイスおよび前記バッファに結合されるルーティング論理、ここにおいて、
前記ルーティング論理は、前記バッファに記憶された前記データが前記第２のコンピュー
タへ転送されるようにするように構成される、と、
　前記位置センサが、時間期間内の前記コンピュータ入力デバイスの位置の変化を感知し
ないことに応答して、前記無線デバイスにスリープモードへ入らせることを行うように構
成される、スリープモード論理と
　を備える、コンピュータ入力デバイス。
【請求項１３】
　前記バッファは、前記データが閾値を超えないデータサイズを有するとき、前記データ
をバッファリングするようにさらに構成され、前記ルーティング論理は、前記無線デバイ
スに、前記バッファリングされたデータを、前記第２のワイヤレス接続を介して前記第２
のコンピュータへ送信させることを行うようにさらに構成される、請求項１２に記載のコ
ンピュータ入力デバイス。
【請求項１４】
　前記無線デバイスは、前記データサイズが前記閾値を超えるときに、前記データを前記
第２のコンピュータへ直接転送するように前記第１のコンピュータに要求することを行う
ようにさらに構成される、請求項１３に記載のコンピュータ入力デバイス。
【請求項１５】
　前記コンピュータ入力デバイスは、マウス、キーボード、トラックボール、およびゲー
ムコントローラ、またはこれらの組合せである、請求項１２に記載のコンピュータ入力デ
バイス。
【請求項１６】
　前記スリープモード論理は、前記第１のワイヤレス接続の終了に応答して、前記無線デ
バイスに前記スリープモードへ入らせることを行うように構成され、前記終了は、前記ユ
ーザの視覚方向の変化、前記第１のコンピュータに対する前記コンピュータ入力デバイス
の近接の変化、またはこれらの組合せに応答して行われる、請求項１２に記載のコンピュ



(4) JP 2016-501393 A5 2017.6.22

ータ入力デバイス。
【請求項１７】
　第２の時間期間を計測することと、前記ユーザからの前記入力を前記第２の時間期間内
に検出しなかったことに応答して、前記スリープモード論理に、前記無線デバイスを前記
スリープモードへ入らせることを行うように構成される、タイマーをさらに備える、請求
項１６に記載のコンピュータ入力デバイス。
【請求項１８】
　第１のコンピュータに記憶されたデータを第２のコンピュータに送信するための要求を
、第１のワイヤレス接続を介してコンピュータ入力デバイスから前記第１のコンピュータ
において受信すること、ここにおいて、前記要求は、前記データが閾値を超えるデータサ
イズを有するかどうかを特定し、前記閾値は、前記コンピュータ入力デバイスのバッファ
の容量に基づく、と、
　前記データサイズが前記閾値を超えるとき、前記データを、前記第１のコンピュータと
前記第２のコンピュータとの間の第２のワイヤレス接続を介して、および、前記データを
前記コンピュータ入力デバイスに送信することなく、前記第２のコンピュータに直接送信
することと、
　前記データサイズが前記閾値を超えないとき、前記データを前記コンピュータ入力デバ
イスに送信することと
　を備える、方法。
【請求項１９】
　前記データサイズが前記閾値を超えるとき、メッセージを前記第２のコンピュータに送
信すること、ここにおいて、前記メッセージは、前記データの位置を示す、と、
　前記位置にアクセスするためのアクセス要求を前記第２のコンピュータから受信するこ
とと
　をさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１のワイヤレス接続と前記第２のワイヤレス接続の１つまたは複数は、米国電気
電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１５．１ワイヤレスプロトコルに準拠する、請求項
１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第２のワイヤレス接続は、安全な通信チャネルである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　プロセッサに、
　コンピュータのユーザに対応するプロファイルにアクセスすること、ここにおいて、前
記プロファイルは、前記ユーザに固有の顔認識情報を備える、と、
　前記コンピュータの前記ユーザの視覚方向を判定するために、前記ユーザに固有の前記
顔認識情報およびカメラによって撮影される画像と関連付けられるデータを分析すること
と、
　前記ユーザに固有の前記顔認識情報およびカメラによって撮影される前記画像に基づい
て、前記ユーザが前記コンピュータと関連付けられるディスプレイデバイスの方を視覚的
に向いていることを前記視覚方向が示すことを検出すると、前記コンピュータからコンピ
ュータ入力デバイスへの、かつ前記コンピュータ入力デバイスから前記コンピュータへの
ワイヤレス接続を、確立または維持することと、
　前記ユーザに固有の前記顔認識情報およびカメラによって撮影される前記画像に基づい
て、前記ユーザが前記コンピュータと関連付けられる前記ディスプレイデバイスの方を視
覚的に向いていないことを前記視覚方向が示すことを検出すると、前記プロファイルによ
って示される時間期間待機すること、および、前記プロファイルによって示される前記時
間期間待機した後、前記ユーザが再び前記ディスプレイデバイスの方を視覚的に向いてい
ることを前記視覚方向が示さない場合、前記ワイヤレス接続を終了することと
　を行わせるように、前記コンピュータの前記プロセッサによって実行可能な命令を記憶
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する、コンピュータ可読非一時的記憶媒体。
【請求項２３】
　前記コンピュータは、前記ユーザの前記視覚方向を判定するために、前記コンピュータ
の前記ユーザに対応する前記プロファイルを使用し、前記プロファイルは、前記ユーザに
固有の顔認識情報を含み、前記ユーザを認証するために前記コンピュータによって使用可
能である、請求項２２に記載のコンピュータ可読非一時的記憶媒体。
【請求項２４】
　前記プロファイルは、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１５．１ワイヤレ
スプロトコルと関連付けられる、請求項２２に記載のコンピュータ可読非一時的記憶媒体
。
【請求項２５】
　前記プロファイルは、ＩＥＥＥ　８０２．１５．１ワイヤレスプロトコルと関連付けら
れるプロトコルスタックの特定のレイヤと関連付けられる、請求項２４に記載のコンピュ
ータ可読非一時的記憶媒体。
【請求項２６】
　前記ワイヤレス接続は、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１５．１ワイヤ
レスプロトコルに準拠する、請求項２２に記載のコンピュータ可読非一時的記憶媒体。
【請求項２７】
　コンピュータのユーザに対応するプロファイルにアクセスするための手段、ここにおい
て、前記プロファイルは、前記ユーザに固有の顔認識情報を備える、と、
　前記コンピュータの前記ユーザの視覚方向を判定するために、前記ユーザに固有前記の
顔認識情報およびカメラによって撮影される画像と関連付けられるデータを分析するため
の手段と、
　　前記ユーザに固有の前記顔認識情報およびカメラによって撮影される前記画像に基づ
いて、前記ユーザが前記コンピュータと関連付けられるディスプレイデバイスの方を視覚
的に向いていることを前記視覚方向が示すことを検出すると、前記コンピュータからコン
ピュータ入力デバイスへの、かつ前記コンピュータ入力デバイスから前記コンピュータへ
のワイヤレス接続を、確立または維持するための、
　　前記ユーザに固有の前記顔認識情報および前記カメラによって撮影される前記画像に
基づいて、前記ユーザが前記ディスプレイデバイスの方を視覚的に向いていないことを前
記視覚方向が示すことを検出すると、および、前記プロファイルによって示される時間期
間待機した後で、かつ、前記ユーザが再び前記ディスプレイデバイスの方を視覚的に向い
ていることを前記視覚方向が示すことを検出しないと、前記ワイヤレス接続を終了するた
めの
　手段と
　を備える、装置。
【請求項２８】
　前記ワイヤレス接続は、前記コンピュータと前記コンピュータ入力デバイスとの間の直
接のワイヤレス接続である、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記顔認識情報は、前記ユーザを認証するために前記コンピュータによって使用可能で
ある、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記プロファイルは、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１５．１ワイヤレ
スプロトコルと関連付けられる、請求項２７に記載の装置。
【請求項３１】
　前記プロファイルは、前記ＩＥＥＥ　８０２．１５．１ワイヤレスプロトコルと関連付
けられるプロトコルスタックの特定のレイヤと関連付けられる、請求項３０に記載の装置
。
【請求項３２】
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　前記ワイヤレス接続は、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１５．１ワイヤ
レスプロトコルに準拠する、請求項２７に記載の装置。
【請求項３３】
　カメラによってユーザの目の視線の動きを監視することと、
　コンピュータ入力デバイスと関連付けられるマウスポインタの動きを監視することと、
　前記監視された目の視線の動きおよび前記監視されたマウスポインタの動きの両方を使
用して、第２のディスプレイに対する第１のディスプレイの相対的な物理位置を自動的に
決定することと、
　前記相対的な物理位置を示すデータを記憶することと
　を備える、方法。
【請求項３４】
　前記コンピュータ入力デバイスの物理移動を検出すると、前記コンピュータ入力デバイ
スを起動することと、入来する接続要求を受信するために、前記コンピュータ入力デバイ
スをページスキャンモードにさせることとをさらに備える、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　１つまたは複数の近接センサから情報を受信することと、
　コンピュータ入力デバイスと関連付けられるマウスポインタの動きを監視することと、
　前記１つまたは複数の近接センサからの前記受信された情報によって示される動きの向
きおよび前記監視されたマウスポインタの動きの両方に基づいて、第２のディスプレイに
対する第１のディスプレイの相対的な物理位置を自動的に決定することと、
　前記相対的な物理位置を示すデータを記憶することと
　を備える、方法。
【請求項３６】
　コピー操作に基づいて、第１のコンピュータからバッファにデータをコピーするための
ユーザからの入力を受け取るように構成される、ユーザ入力部分と、
　　前記ユーザ入力部分が貼り付け操作を示す入力を受け取ったことに応答して、第２の
コンピュータに、前記データに対する要求を前記第１のコンピュータへ送信させることと
、
　前記第１のコンピュータから前記データと関連付けられるアドレスを受信することと、
　前記アドレスを使用して前記データに対する前記要求を前記第１のコンピュータに送信
するために、前記第２のコンピュータが前記第１のコンピュータとの直接のワイヤレス接
続を確立することを可能にするために、前記第２のコンピュータから前記貼り付け操作を
示す前記入力を受信すると、前記データと関連付けられる前記アドレスを前記第２のコン
ピュータに送信することと、
　を行うように構成される、無線デバイスと
　を備える、装置。
【請求項３７】
　前記第２のコンピュータから前記データに対する前記要求を受信すると、前記第１のコ
ンピュータは、前記第２のコンピュータからの認証情報またはユーザ情報を要求する、請
求項３６に記載の装置。
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